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●上流工程での欠陥除去
●成果物の均質化による下流工程での欠陥混入予防

欠陥除去

１．レビューの目的・効果

●欠陥の早期検出による手戻りコストの低減

コスト効果

知識移転
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●ドメイン知識（仕様）の理解促進／水平展開
●品質意識の向上

レビューは品質効果、コスト効果が高い

レビューに対する印象

■コストばかりかかる
■効果的な指摘が出ない

レビューやっても効果ないからなぁ…

２．問題のあるレビュー（問題提起）

◆レビューに関する知識不足
・レビュー対象物が事前に配布されずレビューが説明会になる
・作成者が司会進行・説明・記録を行うので全く余裕がない

・工程の最後にまとめて実施するため、
十分なレビューができず、欠陥が残存

◆レビュー目的の不在
・解決策を議論する場になってしまい欠陥検出に注力しない
・技術的な話で盛り上がってしまい欠陥検出に注力しない

現場でこんなことが起きていませんか？

◆検出欠陥数に占める軽微欠陥の偏重
・事前レビューしないため軽微な欠陥しか指摘できない

・専門知識を持たない検証者は誤字脱字
のような軽微な欠陥しか指摘できない

◆関係者の人間関係
・検証者と作成者が対立してしまい、
作成者を責める場になっている
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・レビュー観点が決まっておらず漠然と
指摘しているので終わりが見えない

根本的な原因は、効果的なレビューを実践するための

知識・技術を持った人材の絶対数不足

・作成者が言い訳ばかり言って指摘を受け入れようとしない
・１人の検証者だけが発言し、他の検証者が発言しにくい
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高

欠陥重大度

視野狭窄
軽微な欠陥の検

上級者の誤用

レビューは上級
者が欠陥を検出

問題のあるレビュー（Ａｓ-ｉｓ）

３－１．レビューの問題点と研究の狙い

高

専
門
知
識

凡例

軽微な欠陥の検
出に時間を取ら
れ、重大な欠陥
の検出に手が回
らない、重大欠
陥の検出漏れに
繋がる

者が欠陥を検出
するものという
意識が働き、軽
微欠陥の検出ま
で上級者が行っ
ている

初心者の埋没

上級者が
見る範囲

欠陥

凡例

初心者が
見る範囲

初心者向けのレ
ビュー教育プロ
グラムがないた
め、軽微欠陥の
摘出範囲が狭い
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高欠陥重大度①初心者の欠陥
検出範囲拡大

専門知識を必要と

②上級者の重大
欠陥検出への集中

初心者が軽微欠陥
を担当することで

３－２．レビューの問題点と研究の狙い

理想のレビュー（Ｔｏ-ｂｅ）

高

専
門
知
識

凡例

専門知識を必要と
しない形式的欠陥
を指摘できるよう
になる

を担当することで
高度な技術と専門
的な知識が必要に
なる重大欠陥の検
出に上級者が集中
できる

レビュー初心者向けの

オリ シ キ トを作成

上級者が
見る範囲

欠陥

凡例

初心者が
見る範囲③検証者の増加で長期的には上級者の人口増加

オリエンテーションキットを作成
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具体的な要件

・受講者がレビューの役割や重要性など
基礎的知識を習得できること

課題演習を通して レビ による

３つの要素

1. レビューの知識を取得し活用
するため

レビューキットに求められる要件は３要素

４－１．レビューキットの要件

継続的改善

・課題演習を通して、レビューによる
欠陥検出とその効果を実感できること

・開発プロジェクトへの導入ノウハウを
得られること

するため
レビューを実施する前に知って
おくべき基礎知識を学び、現場
でレビューを実践できるようにする

2. 健全で効果の高いレビューを
実施するため

レビュー参加者間の良好な関係構築や目的
意識向上は効果の高いレビューに繋がる

・レビューに対する心構えを習得できること
・チームワーク向上に関するノウハウを

得られること
・モチベーション向上に関するノウハウを

得られること
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継続的改善

・レビュー改善ノウハウ
・組織的活動改善ノウハ

ウ
・レビュー文化醸成

3. 組織の継続的改善を行うため

効果が出ないとレビューは形骸化しやすい

・レビュー改善のノウハウを得られること
・組織的活動に対する改善のノウハウを

得られること
・長期的にはレビュー文化が醸成されること

レビューを定着化、継続的改善させること
で知識移転やスキル向上が図れ、品質向上

章 概要 内容

１章 キットの紹介 本キットの概要を説明する

２章 レビューの基礎知識 レビューの定義、レビュー形式の種類、長レビューの
基礎知識

４－２．レビューキットの構成

所／短所など基礎知識について学ぶ

３章 レビューの演習 フォーマル／アジャイルインスペクション
を通じて、効果を体感する

４章 プロジェクトへ導入する際
のヒント

導入する際のレビュー計画（目的、観点の
設定方法）や実施などについてのノウハウ
を学ぶ

５章 レビュー文化の醸成 レビューの定着化や改善を目指す際のノウ

基礎知識
習得と活用
ノウハウ

レビューの
継続的改善
ノウハウ

ハウを学ぶ

別冊 心構え、ノウハウ、標語 レビューの効率化に役立つ心構え、ノウハ
ウ、標語を紹介する

健全なレビュー
実施ノウハウ
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５－１．レビューキットのご紹介

9

Reader
（読み手）

Moderator
（司会進行役）

★フォーマルインスペクションでのレビュー参加者の役割

「３章レビューの演習」－レビューの演習例

５－２．レビューキットのご紹介

仕様書

記述を解釈し、
言葉を換えて読
み上げる。

・インスペクションをリードする
・相乗効果を刺激する
・インスペクション結果を報告する

仕 様 の 欠 落 や
矛盾 懸念点を

・質問に答える
Readerの言い換えが意図した

Author
（作成者）

Validator
（検証者）

矛盾、懸念点を
指摘する

・Readerの言い換えが意図した
内容と合っているか確認する

「致命的欠陥を検出する」目的に向け、

役割を分けることで欠陥検出効果を高める
10
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フォーマルインスペクションのプロセス
オーバービュー

開始基準の確認
インスペクション

目的を決める

「３章レビューの演習」－レビューの演習例

５－３．レビューキットのご紹介

準備

継続的な品質改善活動

プラン開始基準

オリエンテーション

欠陥修正
欠陥検出

事前確認
個人プレチェック

目的を決める
対象仕様書は
開始基準を

満たしているか？

If Needed

リワーク

フォローアップ

集合会議

完了基準

アクションプランの
確認と未決事項の

確認

欠陥修正

欠陥修正フォロー
欠陥分類

If Needed
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字脱字ばか キ を

検証者は・・・

・欠陥をたくさん指摘されると、

作成者は・・・

「別冊レビュー標語録」－（２）心構え

５－４．レビューキットのご紹介

・誤字脱字ばかりのドキュメントを
見ると、イラっとしませんか？

・欠陥を作りこんだことを
責めていませんか？

欠陥をたくさん指摘されると、
嫌な気持ちになりませんか？

・自信のないドキュメントを隠して
自信のあるところだけレビュー

してもらおうとしていませんか？

対立

建設的なレビューが行われない建設的なレビュ が行われない

レビュー参加者間の良好な関係を築き、

効果的なレビューを実践するための心構えを紹介
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【検
証

他
の

決
し

言
わ

【作
成
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証

受
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指
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生
じ

説
明

レ
ビ

正
し

意
見

し
あ

レ
ビ

「別冊レビュー標語録」－（２）心構え

５－５．レビューキットのご紹介

証
者
の
心
構
え
】

検
証
者
の
意
見
を
尊

し
て
否
定
的
な
意
見
を

わ
な
い
こ
と

成
者
の
心
構
え
】

者
の
指
摘
を
真
摯
に

止
め
る
こ
と

証
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は
品
質
を
高
め
る
た
め

摘
は
真
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に
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止
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改
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き
で
あ
る
。
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べ
き
で
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は
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を
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に
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て
い
る
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改
善
す
べ
き
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は

者
の
認
識
不
足
で

さ
せ
る
た
め
の

な
く
、
誰
が

い
。
互
い
の

向
け
て
共
に
協
力

築
か
な
け
れ
ば

。
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曖昧な表現の言葉を探す

●絶対に巨人に勝 てほしい

「別冊レビュー標語録」－（１）ノウハウ

５－６．レビューキットのご紹介

●絶対に巨人に勝ってほしい

・・・読み手によって、意味が変わってくる（多義文）

●「～など」「～と同様」

●句読点が多く 長い文章

・・・仕様が決まっていない可能性、どこまで同じなのか曖昧

●句読点が多く、長い文章

・・・図やマトリクスを使わずに表現している長文には、
欠陥が含まれていることが多い
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欠陥除去コスト

高

「４章プロジェクトへ導入する際のヒント」
－レビューでの欠陥検出のコスト効果試算例

５－７．レビューキットのご紹介

欠陥：１０件
コスト：１００

欠陥：９０件

コスト効果
４７％ バグの５０％を

レビューで検出

テスト

ﾕｰｻﾞ受入ﾃｽﾄ

高 レビューなしの
場合

レビューありの
場合

欠陥 ９０件
コスト：１０

欠陥：５０件
コスト：１

テスト
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６－１．アンケート結果

レビューキットの有効性確認アンケート実施概要

対象者：１９名
※人員構成

アンケ ト

レビューキットの有効性確認

・検証者経験 初心者７、上級者１２
・所属部門 開発部門１１、品質保証８
・経験年数 １年目～３３年目

アンケート
対象者

アンケート
実施手順

①「レビューキット」の説明をする
②導入した場合の効果についてアンケートを実施
③アンケートの結果、「レビューキット」の改善

点が見つかった場合は、本キットを更新した上
で再度アンケートを実施
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で再度アンケートを実施

アンケート
設問例

・新入社員でも検証者を担当できるようになる？
・レビューで検出する欠陥数／欠陥種類が増える？
・レビューで重大欠陥が検出できるようになる？
・対立的なレビューから建設的なレビューに変わる？
・レビューの場が活性化する？
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欠陥検出数 95%

79

６－２．アンケート結果①

欠陥検出種類

重大欠陥検出

効率的な実施

79%

84%

74%

コスト低減 47%
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コスト低減

重大欠陥を含む多くの欠陥が

検出できると評価

建設的

活性化

89%

84%

63

６－３．アンケート結果②

実施頻度

有効な指摘

63%

74%

アンケート回答数19件新入社員が実施 32%

25%25%

75%

キット見直し前

キット見直し後

アンケート回答数

4件

新入社員でも検証者を担当できる

→レビュー人口増加という効果に期待
18
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７．まとめ 高

高

欠陥重大度

専
門
知
識

①初心者の欠陥
検出範囲拡大

②上級者の重大
欠陥検出への集中

レビューキットの

導入効果

上級者が

見る範囲

欠陥

凡例

高

高

欠陥重大度

専
門
知
識 高欠陥重大度

専
門見る範囲

初心者が

見る範囲

高

門
知
識

③知識移転／欠陥検出技術向上
初心者が上級者に ＝レビュー人口増加

④レビューの継続による知識移転・品質文化の醸成
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７．まとめ

レビューキットの

工夫点

Howだけでなく、
Whyにも着目したキットを開発
→建設的かつ効果的なレビューに
⇒レビュー文化の醸成

ビ 心構 標

レビュー継続改善
（形骸化させないためのノウハウ）

レビューのやり方、手順
（レビューの基礎知識習得）

レビューの心構え、標語
（健全なレビューにするための意識改善）
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•レビューの用途を広げるノウハウを拡充
（コスト削減、欠陥予防、知識移転）

•レビュー上級者向けのノウハウを拡充
（検出難易度の高い欠陥除去、検証者育成）

キットの
拡充

８．今後の課題

（検出難易度の高い欠陥除去、検証者育成）

•キット導入による品質効果、コスト効果の測定キットの
効果測定
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ご清聴ありがとうございました。
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